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【目標達成計画】

1 49

利用者のQOL向上のた
め、外気浴を取り入れる。

人の少ない場所に、散歩し
たり、近くの神社で桜を見
たり、人と出会わないよう
工夫して、季節を感ること
が出来る支援に努める

３ヶ月

2 23

利用者の「なりたい姿を」
引き出すために、非接触
型のイベントを実施する。

ソーシャルディスタンスを
保ちながら出来るゲーム
の考案をして、実施する。
利用者の強みを引き出し、
出来ることをゲームなどを
通して楽しめることが出来
る計画を立てる。

３ヶ月

3 2

コロナ禍ではあるが、可
能な限り地域の交流は参
加する。

地域ではイベントは開催
できないでいるが、運営
推進会議などで、ソー
シャルディスタンスを保
ち、利用者も参加できる
ように

３ヶ月

4 35

日頃から、防災について
考え、訓練などの実施を
行う。

年二回の消火訓練や防災
訓練とは別に、計画を立て
て訓練の実施を行う。ハ
ザードマップ等を活用し、
どのような災害が起きた場
合でも、対応できるように
準備しておく。

３ヶ月

5 40

食事を楽しみ、利用者の
QOL向上に繋げる。

洗い物を手伝う以外にも、
調理も出来る限り参加して
頂き、日頃からおやつ作り
等も今以上に参加して頂
く。

注１）　項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）　項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目標達成
に要する
期間

地域との交流が減ってきてい
る。

南海トラフ等を想定して、防災
訓練、消火訓練は行っている
が、日頃から災害を意識して避
難する訓練等も必要である。

食事の楽しみをもう少し増やし
たい。

（別紙２）

現状における問題点、課題

コロナにより外出する頻度の減
少、それによるストレスがあ
る。

コロナにより、イベント事を実施
できないでいる。
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２．　目　標　達　成　計　画

目　　　　標
目標達成に向けた具体的
な取組み内容


